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mRNAにコードされた遺伝情報を、タンパク質を構成するアミノ酸配列へと変換する翻訳過

程は、巨大なRNAタンパク質複合体であるリボソーム上で正確に行われる。リボソームは、

tRNAによってmRNA上の遺伝暗号を読み取る場を提供し、多数の翻訳因子の結合によっ

て引き起こされるダイナミックな構造変化によって、正確なタンパク質合成を実現している。

本セミナーでは、クライオ電顕単粒子解析を用いたリボソームの構造解析を通して明らか

になった、最新の研究成果についてご紹介する。 

*The seminar will be given in Japanese. 
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クライオ電顕単粒子解析により明らかにされた 
リボソームの構造機能相関 

Cryo-electron microscopy provides insights into  
structure-function relationships of ribosome 
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